
︻
訂
正
と
お
詫
び
︼

前
号
の
﹁
議
会
日
誌
﹂
に
お

い
て
、﹁
岩
手
県
登
米
市
﹂
と

あ
る
の
は
、﹁
宮
城
県
登
米
市
﹂

の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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一 般 質 問 一 般 質 問
公
園
の
ト
イ
レ
改
修鶴

ケ
岡

中
央
公
園
の
ト
イ
レ
の
改
修
は
。

公
園
内
に
ト
イ
レ
を
設
置
す

る
場
合
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
考
慮
し
て
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
、
工
事
費
が
高
額
に
な
る
。

財
政
担
当
と
調
整
し
、
実
施
に
努

め
る
。

11
月
１
日
は
﹁
古
典
の
日
﹂

11
月
１

日
が
﹁
古
典
の
日
﹂
と
定
め
ら
れ

た
。
市
及
び
学
校
教
育
と
し
て
の

取
り
組
み
は
。

図
書
館
だ
よ
り
に
お
い
て
、

古
典
の
日
が
制
定
さ
れ
た
由
来
を

紹
介
す
る
な
ど
周
知
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
万
葉
集
な
ど
の
古
典

を
掲
示
し
た
り
、
朝
の
会
で
枕
草

子
を
読
む
な
ど
、
全
学
年
で
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
学
校
も
あ

る
。
今
後
は
﹁
古
典
の
日
﹂
を
契

機
に
、
よ
り
一
層
、
古
典
に
親
し

む
た
め
の
周
知
・
啓
発
を
図
っ
て

い
く
。

文
化
芸
術
基
本
条
例
の　

制
定
へ

文
化
芸

術
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
た
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

今
後
は
。

市
内
文
化
団
体
や
市
民
の
文

化
・
芸
術
に
対
す
る
意
見
を
聞
き
、

条
例
制
定
に
向
け
、
進
め
て
い
く
。

員
の
間
で
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
か
。

協
働
事
業
へ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
さ
ら
に
市
民
と
と
も
に
地
域

の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き

る
職
員
の
育
成
を
行
う
。

営
農
支
援
策
は

農
業
に

従
事
し
て
い
る
若
者
た
ち
に
、
意

欲
の
沸
く
支
援
策
の
考
え
は
。

営
農
団
体
に
対
す
る
補
助
以

外
に
も
、
土
壌

消
毒
剤
購
入
や

農
業
用
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
処
理

の
補
助
金
の
交

付
を
し
て
い

る
。

農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
へ

の
支
援
は
。

ほ
う
れ
ん

草
の
﹁
菜
食
美

人
﹂
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
在

生
産
さ
れ
て
い

る
農
作
物
に
減

農
薬
や
有
機
栽

培
等
の
付
加
価

値
を
つ
け
て
ブ

行
っ
て
い
る
。

元
福
岡
地
区
の　

雨
水
対
策

元
福
岡
一
丁
目
地
区
の

雨
水
対
策
は
。

水
害
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
排
水
機
場
や
貯

留
式
調
整
池
等
を
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

多
額
の
費
用
が
必
要
で

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

上
流
部
分
で
宅
地
内
処

理
を
進
め
、
一
極
集
中

を
回
避
し
、
対
応
し
て

い
く
。

土
地
開
発
公
社
所
有
地
の

活
用
を

土
地

開
発
公
社
保
有
地
の
未
活
用
を
解

消
し
、
市
の
財
政
負
担
の
軽
減
を
。

土
地
開
発
公
社
の
計
画
に
基

づ
き
、
買
い
戻
し
に
努
め
る
。

ヤ
マ
ハ
工
場
南
側
の　
　

歩
道
整
備
を

公
共
施

設
に
通
じ
る
道
路
で
、
交
通
量
も

多
い
。
道
路
を
拡
幅
し
、
歩
道
の

整
備
が
で
き
な
い
か
。

結
果
を
公
表
し
て
、
補
強
の
必
要

が
あ
る
場
合
は
、
計
画
的
に
工
事

を
行
う
べ
き
で
は
。

上
福
岡
公
民
館
、
大
井
中
央

公
民
館
、
大
井
総
合
体
育
館
は
多

額
の
工
事
費
が
か
か
り
、
財
政
計

画
と
の
調
整
が
必
要
。
保
全
管
理

計
画
を
策
定
し
て
検
討
す
る
。

鶴
ケ
岡
地
区
市
道
の
整
備

を

市
道
第

２
―
２
号
線
、
日
清
製
粉
付
近
の

歩
道
整
備
に
つ
い
て
。

都
市
計
画
道
路
と
し
て
整
備

を
す
る
に
は
、
企
業
所
有
地
や
民

地
の
一
部
用
地
確
保
が
必
要
。
用

地
の
確
保
が
で
き
た
部
分
を
暫
定

的
に
整
備
し
て
い
る
。
用
地
を
取

得
次
第
、
歩
道
を
含
め
た
整
備
を

実
施
し
た
い
。

歩
行
者
信
号
の
設
置
を

県
道
56

号
線
、
く
ら
寿
司
前
と
、
し
ま
む

ら
前
の
交
差
点
へ
の
歩
行
者
用
の

信
号
機
設
置
に
つ
い
て
は
。

県
警
に
要
望
し
て
い
る
。
商

業
施
設
に
近
接
し
て
お
り
、
通
学

路
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
歩
行
者
の
多
い
交
差
点
で
あ

り
、
重
ね
て
要
望
し
て
い
く
。

通
学
路
の
安
全
点
検
と　

緊
急
対
策
を

通
学
路

で
児
童
が
巻
き
込
ま
れ
る
死
亡
事

故
が
全
国
で
相
次
い
で
起
き
て
い

る
。
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
の
具
体

的
な
取
り
組
み
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
と
の
連
携
を
す
べ
き
で
は
。

学
校
で
保
護
者
の
協
力
を
得

て
、
通
学
路
の
総
点
検
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
危
険
が
あ
る

45
ヵ
所
を
抽
出
し
、
路
面
標
示
の

補
修
な
ど
９
ヵ
所
の
対
策
を
行
っ

た
。
未
整
備
箇
所
が
30
％
あ
る
が
、

用
地
買
収
を
必
要
と
す
る
場
所
も

あ
る
の
で
順
次
対
策
を
進
め
る
。

交
差
点
の
安
全
対
策優

先
順

位
が
判
明
し
に
く
い
交
差
点
は
、

事
故
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
ヒ

ヤ
リ
体
験
の
収
集
に
よ
る
危
険
箇

所
の
把
握
や
、
優
先
順
位
を
明
確

に
す
る
道
路
整
備
は
。

各
学
校
区
の
﹁
地
域
の
安
全

マ
ッ
プ
﹂
や
、
県
か
ら
提
供
さ
れ

る
カ
ー
ナ
ビ
デ
ー
タ
等
を
活
用
し

て
危
険
箇
所
の
把
握
に
努
め
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン

や
カ
ラ
ー
舗
装
を
施
し
、
優
先
順

位
を
明
確
に
す
る
路
面
整
備
を

都
市
計
画
道
路
予
定
地
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
用
地
確
保
に

向
け
て
ヤ
マ
ハ
株
式
会
社
と
交
渉

す
る
。

福
岡
高
校
施
設
利
用
は

大
井
高

校
・
福
岡
高
校
の
統
合
後
、
福
岡

高
校
の
施
設
利
用
の
検
討
状
況

は
。

現
在
、
福
岡
高
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
体
育
館
は
、
市
内
外
の
登

録
団
体
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
今

後
の
県
の
活
用
方
法
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。

自
治
基
本
条
例
の
目
的
は

市
民
協

議
会
が
起
案
し
た
自
治
基
本
条
例

の
素
案
が
示
さ
れ
た
が
、
最
終
的

に
議
会
に
上
程
す
る
の
は
市
。
市

が
考
え
る
条
例
の
目
的
は
。

課
題
を
解
決
す
る
の
に
行
政

主
導
で
地
域
が
働
く
の
で
は
な

く
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
汗
を

流
し
、
行
政
を
動
か
す
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
が
今
後
必
要
に
な

る
。
そ
れ
が
条
例
制
定
の
目
的
で

あ
る
。

公
契
約
条
例
の
制
定
を

公
契
約

条
例
は
働
く
人
の
労
働
環
境
を
守

る
だ
け
で
な
く
、
公
契
約
に
携
わ

る
人
の
質
を
確
保
で
き
る
。
市
で

も
条
例
を
制
定
し
て
は
。

国
で
法
律
を
制
定
す
べ
き
と

考
え
る
。

協
働
を
進
め
る
職
員
と
は

協
働

と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、
よ
う
や
く

本
市
に
も
浸
透
し
て
き
た
が
、
職

ラ
ン
ド
化
で
き
る
よ
う
に
支
援
し

た
い
。

耕
作
で
き
な
い
農
地
の　

サ
ポ
ー
ト
を

高
齢
化

や
跡
継
ぎ
が
な
く
耕
作
で
き
な
い

農
地
を
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
に
委
託

し
て
、
地
域
農
業
を
守
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

現
在
、
農
業
委
員
会
を
中
心

に
担
い
手
の
確
保
や
農
用
地
の
利

用
集
積
及
び
集
団
化
に
努
め
て
い

る
。
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
も
農
地
の
貸

借
を
広
域
的
に
仲
介
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
農
地

を
面
的
に
ま
と
め
、
農
地
の
貸
借

の
手
続
を
代
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
、
県
と
連
携
し
、

自
立
農
業
経
営
を
目
指
す
新
規
参

入
希
望
者
に
対
す
る
研
修
も
実
施

し
て
、
地
域
農
業
を
守
っ
て
い
き

た
い
。

﹁
ふ
じ
み
ん
﹂
の　
　
　

さ
ら
な
る
活
用
を

﹁
ふ
じ

み
ん
﹂
を
さ
ら
に
う
ま
く
活
用
す

る
上
で
、﹁
ふ
じ
み
ん
買
い
物
袋
﹂

も
考
え
ら
れ
る
が
検
討
は
。

収
税
課
で
は
口
座
振
替
申
込

者
へ
﹁
ふ
じ
み
ん
バ
ッ
グ
﹂
の
限

定
配
布
を
行
っ
た
。
今
後
も
﹁
ふ

じ
み
ん
﹂
を
載
せ
た
買
い
物
袋
の

作
製
を
考
え
た
い
。

道路整備が待たれるヤマハ工場南側

今が旬！
ほうれん草出荷の準備中

改修が望まれる公園のトイレ

誇
り
の
持
て
る
ま
ち
へ　

⋯
ま
ち
づ
く
り

公
民
館
・
体
育
館
な
ど　

公
共
施
設
の
耐
震
診
断
を

昭
和
56

年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
公
民
館
や

体
育
館
は
、
耐
震
診
断
を
実
施
し

て
い
な
い
。
多
く
の
市
民
が
利
用

す
る
施
設
な
の
で
診
断
を
行
い
、


